
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山の木々が色づき始め、少しずつ秋の深まりを感じるようにな

りました。 

１０月２７日～１１月９日まで読書週間です。 

今年の標語は「おかえり、栞の場所で待ってるよ」です。 

お気に入りの一冊を見つけにきませんか。 

※変更になる場合があります。 

☆☆よよみみききかかせせののつつどどいい☆☆  

（（佐佐賀賀））時間／１０：３０～１１：３０  

１７日・・・さくらぎ さん 

12/1 日・・・いおき さん 

あかつき館 HP の URL→http://www.library.town.kuroshio.lg.jp/ 

☆☆ととっっててももににちちよよううびび☆☆  

（（大大方方））時時間間／／１０：３０～１１：００  

１０日・・・あきた さん 

１７日・・・しばた さん 

12/1 日・・さかもと さん 

・毎週木曜日・３日…文化の日・２３日…勤労感謝の日・２９日…館内整理日 

日 月 火 水 木 金 土 

     １ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ 

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 

12/1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
 

秋の名画座「あかつき」 大方秋まつりの関連行事として 

午午前前 1100 時時００００分分：：「「キキタタキキツツネネ物物語語」」  

午午後後  11 時時３３００分分：：「「家家康康、、江江戸戸をを建建ててるる」」  

 日程 11 月９日（土）  

 会場  大方あかつき館１Ｆレクチャーホール 

無無料料でですす。。どどななたたででもも、、おお越越ししくくだだささいい。。  

第３２回上林暁文学館企画展 

「上林暁文学とセンター試験」 
 

2019 年大学センター試験（国語）の受験生は、 
全国で約 52 万人、高知県でも約 2,700 人という 
から、上林暁文学館にとって、これはただならぬ 
出来事です。 
そこで、1990 年から実施されてきた大学センター 
試験（国語）を調べてみると、ここ 30 年間の 
本試験及び追試験に出典された小説は 77 作品、 
著者は 65 人となっていました。 
一人の作家で最も多く採用されているのが夏目漱石の 
3 回であり、2 回採用されているのが上林暁を含めて 
10 人であることからして、専門家の中で上林文学の 
評価が非常に高いことを改めて認識しました。 
また、この機会に詳しく調べてみると、センター試験以外でも、過去の大学や
高校の受験問題に上林暁の作品が相当採用されていていることが徐々にわかっ
てきたこともあり、今回の企画展となっています。 

 

１．会期：10 月 7 日（月）～12 月 25 日（水） 

※木曜・祝日・館内整理日：10/25・11/29・12/13 休館 

２．展示場所：大方あかつき館２Ｆ 上林暁文学館 

３．入場無料 

  作品を読む会 

＊第 27 回 

「岬の僧坊にて」（全集１１巻） 

日時／2019 年 11 月 9 日（土） 14 時～16 時 

会場／あかつき館２F 会議室 

ええほほんんのの読読みみ聞聞かかせせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『たたたんたたたん』 内田 麟太郎 （大方）  『定価のない本』 門井 慶喜 （大方） 

『ごろりんごろんころろろろ』 香山 美子 （大方）  『頂上捜査』 安東 能明 （大方） 

『おやさいしろくま』 柴田 ケイコ （大方）  『天保十四年のキャリーオーバー』 五十嵐 貴久 （大方） 

『あやしいぶたのたね』 佐々木 マキ （佐賀）  『明日の僕に風が吹く』 乾 ルカ （大方） 

『ドラゴンのお医者さん』 パトリシア・バルデス （佐賀）  『逃亡小説集』 吉田 修一 （大方） 

『しぶがきほしがきあまいかき』 石川 えりこ （大方）  『Ｉの悲劇』 米澤 穂信 （両館） 

『夢の森のティーパーティー』 富安 陽子 （大方）  『死にゆく者の祈り』 中山 七里 （両館） 

『岸辺のヤービ』 梨木 香歩 （佐賀）  『廃墟の白墨』 遠田 潤子 （佐賀） 

『ヤービの深い秋』 梨木 香歩 （両館）  『ステージ・ドクター菜々子が熱くなる瞬間』 南 杏子 （佐賀） 

『秘密に満ちた魔石館』 廣嶋 玲子 （両館）  『世界一美味しい手抜きごはん』 はらぺこグリズリー （大方） 

『勉強脳のつくり方』 池谷 裕二 （大方）  『ベニシアと正、人生の秋に』 梶山 正 （大方） 

『おばあちゃんの小さかったとき』 おち とよこ （大方）  『オーガニック植木屋の剪定術』 ひきちガーデンサービス （大方） 

『感染症キャラクターえほん』①～⑤ おかだ はるえ （大方）  『あなたの人生を変える美容・アンチエイジング医療』 木下 孝昭 （大方） 

『未来を変えるロボット図鑑』 ルーシー・ロジャーズ （大方）  『GajA 四国旅マガジン ＭＯＯＫ 四国のごほうび宿』 横井 ぬい （佐賀） 

『スポーツの迷路』 香川 元太郎 （両館）  『有元葉子 油揚げ、豆腐、こんにゃく』 有元 葉子 （佐賀） 

    『刺しゅうでお直し』 藤本 裕美 （佐賀） 

図書館の資料（本やＡｖ資料）の紛失をなくすため、１ヵ月以上期限が過ぎても返却されない方につい

ては、連絡をさせていただき、返却されるまで貸出停止をさせていただきます。 

紛失・破損した場合、弁償となる事もありますので、気をつけて下さい。 

返し忘れがないか、いま一度ご確認をお願いします。返却期限を守り、大切に利用しましょう！ 

図書館が閉まっている時は、返却ポストには入れず開館している時に

受付までご返却ください。 

（ポストに入れると、重さ等の原因で破損する恐れがあり、弁償して

いただくことがあります。） 

～返却期限切れについて～ ﾋﾞﾃﾞｵ・DVD・CD の返し方について 

あたらしくはいった本 

☆この他にもたくさん入ってきています☆ 

☆佐賀・大方どちらの本も借りられます。（本５冊/雑誌３冊/Ａｖ資料合わせて２点） 

☆読みたい本がある方は、リクエスト＆相互貸借をご利用ください。  ＊相互貸借 …他の図書館から借りる方法。 
 


